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特別損失発生に関するお知らせ 

 

平成 20 年３月期中間期において、下記のとおり特別損失が発生いたしますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の発生およびその内容 

 

 ①ORICON CNS Inc.（旧商号、CINE WELCOME CO.,LTD） 

   ORICON CNS Inc.が、保有する韓国の映画投資ファンド管理会社 DCG PLUS INC.の株式の厳格な評価見

直しを行ったことに伴い、当社は、連結で持分法投資損失 112 百万円を、個別で関係会社株式評価損 111

百万円をそれぞれ計上いたします。 

   また、上記の要因等によって ORICON CNS Inc.の純資産が毀損したため、当社は ORICON CNS Inc.の   

のれん代 183 百万円を一括償却いたします。 

 

 ②オリコンＤＤ株式会社 

   オリコンＤＤ株式会社は、平成 19 年６月 29 日付でヤフー株式会社への第三者割当増資（所有割合：

34.0％）を決議し、平成 19 年７月 19 日付で払込が行われましたが、会計処理上、平成 19 年９月 30 日

よりヤフー株式会社の持分法適用会社となりました。会計基準に従い、オリコンＤＤ株式会社単体の中

間純利益のうちヤフー株式会社持分比率相当額 31百万円、及びオリコンＤＤ株式会社ののれん代のうち

ヤフー株式会社持分比率相当額 72百万円を合わせて持分変動損失として計上いたします。 

 

 ③フランクリン・ミント株式会社 

   当社は、平成 19年９月５日付でフランクリン・ミント株式会社の全株式をオペラ株式会社に譲渡いた

しました。さらに、当社は、オペラ社へ譲渡した後にフランクリン・ミント株式会社の企業価値が向上

することを捉え、フランクリン・ミント株式会社の優先株式（投資額 206 百万円）を譲渡時に引き受け

ておりましたが、中間期の監査の過程において監査人と協議した結果、当優先株式の減損処理を行うこ

ととし、株式譲渡に伴う株式売却損（連結で 77百万円、個別で 108 百万円）と合わせ、当中間期におい

て事業撤退損失として連結で 236 百万円、個別で 267 百万円を計上いたします。 

 

２．業績への影響 

  本日開示いたしました「業績予想の修正等に関するお知らせ」をご参照下さい。 

 

 

以上 

 


